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東京社保協 囲 ＼

厳
し
い
残
暑

の
８
月
２４

日
、
豊
島
区
巣
鳴

の
地
蔵

通
り
で
、
国
保
改
善
と
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

に
向
け
た
宣
伝

・
署
名
行

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「国
保
制
度
改
善
」
に

む
け
て
署
名
を
推
進
す
る

ス
タ
ー
ト
に
し
よ
う
と
東

京
社
保
協
と
都
老
協
が
呼

び
か
け
、
都
生
連
や
老
地

連
、
東
京
地
評
を
は
じ
め

豊
島

・
板
橋

・
荒
川
区
の

守
る
会
な
ど
８
団
体
１５
人

が
参
加
し
た
も
の
で
す
。

約
１
時
間
の
宣
伝
で
チ

ラ
シ
約
３
０
０
枚
、
署
名

中
野
社
保
協
加
盟
の
健

友
会

は

８

月

３

日
、

「
在
宅
高
齢
者
等

へ
の

熱
中
症

の
緊
急

対
策

を

求

め
る
要
望
書

」

に
基

づ
き
中

野
区
保
健
福
祉

部

と
懇
談

し
、

「
緊
張

感

を
も

つ
て
状
況
把
握

や
警
戒

の
呼

び

か
け
を

し

て
ほ
し

い
」

と
強

く

要
望
し
ま
し
た
。

高
齢
者

の
熱

中
症

・

脱
水

に
関
す

る
パ

ン
フ

や
飲
料
水

の
紹
介

と
活

用
を
要
請
、
今

後

の
課

題
と

し
て
民
生
委
員
が

毎
年
６

・
７

月
に
実
施

す

る
独
居

。
高
齢

の
み

世
帯
訪
間

は

「
熱
中
症

予
防
」

の
視
点

で

の
取

組

み
も

入
れ

る

こ
と
な

ど

「
熱
中
症

を
出
さ
な

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
要

望
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
制
度

で
は

「
ク
ー
ラ
ー

は
生
活

必

需

品
」
と

の
位
置
づ
け

が
な

い
点
も
議
論

に
。

困
難
事
例
を
伝

え

る
中

で
担

当
者

か
ら

は
生
活

保
護

受
給
者

に

つ
い
て

「
長
期

入
院

・
入
所
」

後

の
退
院

・
退
所

で
、

療
養
等

の
理
由

で
ク
ー

ラ
ー
が

必
要
な
場
合

は

個

別

に
総
合
的
な
判
断

は
あ

る
、

ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

に
相
談

し
て
ほ
し

い
、

と

の
発
言
が
あ

り

ま
し
た
。

（医
療
法
人
社
団
・

健
友
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

二
上
上

一

一ま

す

の
で
活

用

し

て
く

圧
暉
暉
ド
∵
午
さ
い
。
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保
険
医
協
会
の
実
態
調
査
で
は
、
こ

半
年
間

で
５
割
近
く

の
医
療
機
関

、
患
者
さ
ん
の
経
済
的
理
由

で
治

中
断
な
ど
を
経
験
し
て
い
る
こ
と

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
労
省

蜘潮』［』「『

の

一
般
会
計

ら
国
保
財
政

の
繰
入
金
を

め
さ
せ
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い

す
。
保
険
料
が
上
が
り
続
け
る
後

高
齢
者
医
療
制
度

の
仕
組
み
と
同

で
す
。

礼
屁
貪
鰺

制
度

の
廃
止
、
国
保

一
元
化

の
問
題

な
ど
を
多
く
の
都
民
に
訴
え
な
が
ら
、

窓

口
負
担
や
国
保
保
険
料

の
大
幅
軽

減
も
含
め

て
、

社
会
保
障
制
度

に
大
幅
な
財
源

投
入
を
か
ち
と

ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

医
療

。
社
会
保
障
を
守

る
た
め
引

き
続
き
、
協
力

・
共
同
し
た
運
動
を

広
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

蒻
〃
，
多
鰊
苓
蒻
，
多
徴

・拝
殿
清
名

私の雌動

要

今
、
最
賃
引
上
げ

の
運
動
は
山

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
特

徴
は
、
①
生
活
保
護
基
準
を
超
え

る
金
額
、
②
政
府

。
連
合

。
日
本

経
団
連
の
３
者
合
意

「全
国
最
賃

時
給
８
０
０
円
の
早
期
実
現
、
全

国
平
均
１
千
円
を
目
指
す
」
で
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
月
２６
日
に
第
９
回
定
期
大
会

を
開
き
ま
す
。
大
会
に
向
け
て
総

括

・
方
針
の
討
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。
秋
の
闘
い
は
、
加
盟
単
産
の

年
末

一
時
金
闘
争
、
公
務
員
賃
金

確
定
闘
争
支
援
を
中
心
に
国
民
要

求
課
題
の
①
消
費
税
引
き
上
げ
反

対
、
②
労
働
者
派
遣
法
抜
本
改
正
、

③
医
療
制
度
改
悪
反
対
、
④
公
契

約
条
例
促
進
な
ど
を
取
り
組
み
な

が
ら

Ｈ
年

春
闘
に
向

け

て
の
準

備
に
入
り

ま
す
。
国

紀
薯
え
は
、

年
内

１
万

筆
め
ざ

し

て
取
り
組

ん

で
い
る

最
中
で
寃

熱 中症で厚労

省との交渉を行つ

たが、ひ どい も

ので 「担 当部署

がない」、何 日か

後 に急速決まっ

た担当者は 「重大な事態であると認識 してい

ます」と繰 り返すだけ。国に都に自治体に具

体的な要求を強めよう。

今、都生連が最大の課題 として闘っている

生存権裁判は、最高裁に移 り、改めて、東京

高裁判決 と福岡高裁判決の学習をお願い した
い。東京高裁判決は、50年前の朝 日訴訟最高

裁判決の 「傍論」にとらわれ、裁量をひろく

認めた不当な判決。福岡高裁判決は、憲法判

断は しなかっ

たが、これま

での判決 と違
い、加算を当

然の 「権利」

と認め、その
「廃止」にあたって代替措置や激減緩和措置

を考慮 していないのは 「正当な理由」がない

ことであり、法56条に反 し違法と判決 した。
50年前の朝 日訴訟では 「大法廷に回付」さ

せ、証人尋問も実現 させた。つまり最高裁闘

争は運動の大きな飛躍なしには勝利できない。
いよいよ最高裁向けの署名活動を開始する、

みなさんの圧倒的なご支援を !
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労
働
運
動
と
し
て
幅
広

い
る
な
か
、
社
会
保
障

育
制
度
の
解
体
を
許
さ

課
題
と
な
り
ま
す
。

度
を
介
護
保
険
と
同
様

行
政
の
保
育
実
施
責
任

者
の
自
己
責
任
と
し
、

る
、
こ
れ
を
許
せ
ば
社

ｒ
″
ｉｌ
ヽ
、
、
‐
　

′
／
′

＞

・ヽ

ゃ
　
　
′
夕
″”・・・ヽ

、ヽ
　
く
　
″
″
‥
―
へ
、、、
　
，
．
／
′

，

‘ヽ

ゃ
　

′
／

／

で
は
な
く
な
り
ま
す
。

全
国
的
な
運
動
と
も
呼
応
し
て
、
保
護

者

や

地
域

住

民

へ
の
宣
伝

等

に
も
取

り
組

ヽ

み
、

公
的

保
育

制
度

を
守

り
た

い
と
考

え
／ヽ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ま
た
、

Ｈ
月
３
日
に
明
治
大
学
で
開
催
ン

さ
れ
る
第

８
回
東
京
地
方
自
治
研
究
集
会

然

で
は
、
事
務
局
団
体
と
し
て
奮
闘
し
ま
す
。

イlt継
′
瞥千1メ↑

′
に

｀
変 保 が 公 抱 自

′循瞑た高忠潔そ線

1会 応 を の  な 分 い

)信着T型  窪霧卜

―
夕
′
′
　
＞
　
●
、
■――
ク
ル
グ
　
，
ヽ
ヽ
１
，ンヽ
―
′ダ

¨

、
「口″
矛
″子

１
０
、
、マ
ー
プ
リ
‐
ｔ
Ｓ
，
．―‐
″
′
‘
レ

ヽ
、
■、″
ク
ア

ヽ
ヽヽ
‐′
く、′
ノ
ー

，

銹
誅
議
呻
鰤
算
か

を
ま
と
め
て
、
都
政
の
転
換
を
求
め
た
い
／

と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ／

| ・  ●ヽ豊 冊 機 ヽ ター゙ 肇

・　
”
畿
参

畿
ヽ
　
・　
・一一一一・驀
ぶ
マ
攀
一
　
・　
●
鬱
多

豊

゛
　

↓　

゛
畿

〈今

警

・・・・・

４　

゛
磯

一一脅

機

、
　

る

私
た
ち
、
東
京
土
建
で
は
、
医
療

制
度
改
革

『
高
齢
者
医
療
制
度
』

の
さ
ら
な
る
改
悪
を
許
さ
ず
、
医

療
保
険

一
元
化
反
対

の
運
動
を

こ

の
秋
の
大
運
動
に
据
え
て
い
ま
す
。

菅

民

主

党

政

権

に

よ

る

構

造

改

革

路

線

へ

の

回
帰
を
許
さ
ず
、
社
会
保
障
拡
充

と
消
費
税
増
税
方
針

の
決
定
断
念

に
む
け
て
、
中
央

。
地
域
か
ら
共

同
の
運
動
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

９
月
に
は
、
高
齢
者
医
療

の
改

悪
反
対

。
医
療
保
険

一
元
化
反
対

と
消
費
税
増
税
阻
止
を
中
心
課
題

に
、

「全
都

一
斉
地
域
宣
伝
行
動
」

に
と
り
く
み
ま
す
。

Ｈ

・
‐８
国
民
大
集
会
な
ど
の
中
央

。

地
域

で
の
集
会
や
大
衆
行
動
、
国

会
行
動
に
積

極
的
に
参
加

し
、　
一
斉
地

方
選
ま
え

の

要
求
実
現

の

好
機
を
生
か

す
た
め
に
も
、
広
域
連
合
や
自
治

体
に
む
け
て
国
保
や
高
齢
者
医
療

制
度
の
改
善
や
、
公
的
介
護
改
善
、

生
活
保
護

の
適
用
促
進
な
ど

の
課

題

で
、
共
同

の
運
動
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

》

孝
警
多

鰻
＝
　
″　
夕
議
華

議
゛
　
‘　
ψ
艤
ぐ

癬

・‐‐ヽ

´
　

‐‐‐、
豊

ん

鰺

十

炒

一
鰺

魯

鰺

‐‐‐‐‐―，
　

。

ヽ惨珍み警 ■ 。 +鴛卜機藩機 ヽ こ ゛

８
月

２０

日
に
厚
労
省

「
改
革
会
議
」

は
、
高

齢
者

を
差
別

し

て
負
担

増

と
医
療
抑

制
を
強

い

る
後
期
高
齢

者

医
療

制

度

の
根
幹
を

そ

の
ま
ま

深
刻
さ

を
増

し

て
い

す
。
高

す
ぎ

て
払
え

い
保
険
料
と

３
割

の
憲

口
負
担

に
多

く

の
国
民

が
苦

し
め
ら
れ

て
い
ま

す
。

こ

の
秋
全

日
本

民

医
連
と
中
央
社
保

協
が
呼
び
か
け
て

い
る

「社
会
保
障

し
て
の
国
保
制

度

の
確
立
を
求
め

る
請
願
署
名
」
を

推
進
し
ま
す
。

Ｈ
年
の
通
常
国

会
は
介
護
保
険
制

度
や
医
療
保
険
制

度
、
消
費
税
な
ど

国
民
生
活
に
関
わ

る
重
要
な
法
案
が

出
さ
れ
、
今
後
の

日
本

の
在

り
方
が
問
わ

れ
る

「社
会
保
障
国
会
」

と
も
言
え
ま
す
。

い

つ

せ

い
地
方

選
挙
と
合

わ

せ

て
大

き
な
た
た

か

い

と
す

る
た
め
奮

闘

し
ま

す
。

残

す

後

期

高

齢

者

医

療

制

度

に
代

わ

る

「
新

制

度

」

の
中

間

と

り

ま

と

め

を

決

定
し
ま
し
た
。

こ
れ

は
、

昨

年

の
総

選

挙

の
時

の
民

主

党
の
マ
ニ
フ
エ

ス
ト

の
公

約

も

投

げ

捨

て

る

許

し
が

た

い
決
定

で
す
。

私

た
ち

東
京

民
医
連

は
、

こ
の

秋
、

こ
の

「
新

制
度

」

の
導

入
を
許
さ
な

い
た

た
か
い
を
重
視
し
ま
す
。

い
ま
、
国

民
皆
保
険

制
度

の
土
台

と
な

る

ベ

き
国
保
制
度

の
危

機
が

地
域
の
み
な
さ
ん
日時
　
９月
■
６
日
（本
）
午
後
・時
半
開
会

参
加
待
って
き
す
〈（場
　
労
働
会
館
３階
民医連
会議
室
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鱚

言「貧困。格差・孤立から守ろ う を実感 しま した。組合や学校 言

子 ども !東京集会」の成功が ができることはたくさんある

最重要課題です。集会は、子 し、もっと連携 した取 り組み
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名花Fξ望Ъ素留れ ば選 留
してい

〓
自

・
公
、
民
主
は
先
の
先
の
国
会
で

「自
立
支
援
法

の
枠
組
み
を
残
す
改
正
案
」
を
出
し
ま
し
た
。
廃
案
に

追

い
込
み
ま
し
た
が
、
秋
の
臨
時
国
会
に
再
提
出
の
動

ぎ
が
あ
り
ま
す
。
自

立
支

援

法

を
廃

止

し
、
新

し
い
法
制
度
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で
す
。

日
の
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
は
、
本

東
京
都
は
独
自
施
策
を
打
ち
切
る
方
向
　
´
を

強
め
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
推
進
費
を
全
面
一

的
に
改
定
す
れ
ば
、
補
助
金
が
大
幅
に
下
が
、

る
作
業
所
や
施
設
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
一

東
京
都
特
別
支
援
教
育
第
３
次
実
施
計
画
で
、
一

教
室
不
足
や
教
職
員
不
足
の
障
害
児
教
育
を
一

学
校
再
編
成
や
外
部
委
託
で
乗
り
切
ろ
う
と
一

し
て
い
ま
す
。
父
母
や
教
職
員
と
と
も
に

，

き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
ま
す
。　
　
　
　
　
一

長 時 間過

密 労働 を強
い られ て い

らとりくんでいる方か らの報 る学校職場ですが、貧困や格

告や 「子 どもの貧困NO!」 差の再生産、子 どもを振 り分
アンケー ト結果を報告、など ける機関となってはならない !

運動の提起を行ないます。  今後 も工夫 した取 り組みをす
この間、連絡会議の学習を すめます。
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秋
の
た
た
か
い
の
重
点
に
、
中
小
業
者
の
経

営
危
機
打
開
を
求
め
て
、
金
融
要
求
と
仕
事
の

確
保
を
、
各
自
治
体
に
働
き
か
け
ま
す
。

税
金
問
題
で

は
、
中
小
業

者
を
苦
し
め

て
い
る
消
費

．．

税
増
税
を
ゆ

る
さ
な

い
運
動
を
、
各
界
連
に
結
集
す
る
団
体

と
力
を
合
わ
せ
、
署
名

・
宣
伝
活
動
な
ど
旺
盛

に
取
り
組
み
、
増
税
反
対
の
世
論
を
広
げ
ま
す
。

ま
た
、
強
権
的
な
税
務
調
査
や
徴
収
行
政
か
ら

納
税
者

の
権
利
を
守
る
学
習
会
も
積
極
的
に
開

き
、
不
当
な
差
し
押
さ
え
、
競
売
に
は
、
納
税

猶
予
、
執
行
停
止
な
ど

の
救
済
措
置
を
活
用
し

て
商
売
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か

け
ま
す
。

こ
れ
ら

の
運
動
を
通
じ
て
、
多
く

の
中
小
業
者
に
民
商
を
知
ら
せ
、
強

く
大
き
な
民
商
建
設
を
め
ざ
し
ま
す
。

１０
月
８
日
に
は
、
山
家
悠
紀
夫
氏
を
招

い
て

「社
会
保
障
と
消
費
税
」
の
テ
ー

マ
で
学
習
し
、

秋
の
臨
時
国
会

の
熱

い
消
費
税
増
税
問
題

へ
の

反
撃
の
力
に
し
ま
す
。

高齢者などを支える福祉人

材が確保できない、す ぐに辞

めてしま うことが社会問題 と

な り、昨夏の総選挙で民主党

は 「介護人材の月額 4万円の

賃上げ」をマニフェス トで約

束 しましたが、その具体化は

すすんでいません。また石原

都政は福祉人材の賃上げは国

の課題だとし、かかわる

ことを否定 しています。

質・基準を担保 した基盤整

備 と、人を大切にする福祉労

働の待遇改善へ署名や陳情、

宣伝などを広げ、運動を展開

していく決意です。組合員を

増や して 9月 に大会を迎えま

す。 「みんなでプラスワン !

あとひ とつ」を合言葉に、さ

らに前にすすんでいきます。

9月 9日 (木)18:30 後期医療学習会 ラパスホール

16日 (木)13:30 地域社保協交流集会 労働会館3階

21日 (火)9:50 都議会会派要請 都庁第一庁舎ロビー

12:15 開会 日行動 社保協旗を持って参加を !


